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Abstract: Based on the change in the height among 17.5-year olds, which is considered to be the final height, the
joint committee of the Japan Endocrine Society and The Japanese Association for Human Auxology reported
that the secular trend in Japanese children ceased in the early 1990s.
However, secular trends of the maximum increment age (MI age) in the height and sitting height (SH) were
not comprehensively investigated.
Thus, this study investigated a change in the MI age in the height and SH among children born between 1942
and 1998 (114 cohorts) using data published in “The Statistical Report for the School Health Survey” of the
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology.
Previously, secular trends in the height and SH have been investigated by fitting the Preece-Baines Model 1
(PB1) curve to the annual mean values from 6.5 to 17.5 years of age. PB1 was fitted by non-linear least square
to the mean annual values. In addition, MI age was derived from the differentiated curve of the PBl.
Records revealed that the MI age in the height of both genders began declining from 1942 to 1990, after which
it was stabilized. In boys, the MI age in the SH decreased earlier by 0.23 years per decade from 1942 to 1990. In
girls, the age lowered by 0.25 years per decade. In addition, in boys, the MI age in the SH entered a stable period
from 1990; however, the MI age in the SH of girls has been fluctuating since 1990.
This study highlights the importance of measuring the SH longitudinally in the school health examination,
especially in girls.
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成 23 年度に教育現場を対象に調査を行い, 健康診
断項目のうち省略してもよいという項目に座高およ
び寄生虫卵の有無が上位を占めていることを調べて
いる. 座高のみを見てみると小学校で 28.3％, 中










secular trendは, 1990 年代前半に終了したと報告
している. その根拠として 1980 年から 2010 年まで
の 5 年ごとの 17.5 歳の平均身長の推移を基に,
1995 年度以降男女ともに変化しなかったことをあ
げている. 同一出生年集団の身長発育を縦断的に追
跡し, 1887 年生まれから 1959 年生まれまでの男子




して男子においては 10 年当たり 0.2 年の若年化に
相当することを報告している. また終戦直後を起点
としてみた場合, 発育促進現象は 25 年間で男子で























から 1998 年度生まれまでの 57 コホート (男女総計
114) の身長および座高発育データを男女別に求め
た. なお第二次世界大戦中の 1941 年から 1947 年は
全国平均値が得られていないため, 小学校 1年生か
ら高等学校 3年生までの縦断的なデータがそろって
いる 1942 年度生まれから 1998 年度生まれまでを対












表１は, 1998 年度から 2009 年度までの女子の平
均身長を示したものである. 一番上の行には, 学年
および年齢を示した. 測定は毎年 4月から 6月の間
に行われているため, 年齢表示は中央値である 0.5








crement age:以下MI ageと略す) は, Preece &
Baines8)が考案した Preece-Baines Model 1 を利用
して求めた.

















図 1 は, 1992 年度生まれ男子の平均身長を白丸
でプロットしたものである. 左の縦軸は現量値を,




図 1 1992 年度生まれ男子の発育曲線 (身長)
上：発育曲線 下：発育速度曲線




身長のMI ageは 12.52 歳であった.
図 2は, 座高の発育曲線および発育速度曲線を示
したものである. 身長と同様に最大発育年齢を算出
した. 座高のMI ageは 13.98 歳であった.
3-2. 身長および座高のMI age
表 2は, 今回対象とした出生年毎の身長および座
高のMI ageをほぼ 10 年間隔に示したものである.
身長および座高ともに女子のMI ageが男子に比べ
て約 2年早いことは, 年代によってもあまり変わら
ないことがわかった. 1998 年度はMI ageの男女
における年齢差が他の集団と異なり, 身長では 2.2
歳, 座高では 1.8 歳となり, 他の出生年度と比べて
身長では広がり, 座高では短縮していた.
男子の身長および座高のMI ageの年次推移を図
3に示した. 身長のMI ageは, 1960 年生まれまで
ほぼ直線的に若年化が進行し, 1973 年度生まれま
ではいったん平坦になり, それ以降増減を繰り返し
ながら若年化が進み, 1990 年度生まれ以降 12.5 歳
で安定していた. 座高のMI ageは, 1960 年度生
まれまで急速に若年化が進行し, その後も低下して








進行し, その後 1990 年度生まれまで低下していた.
しかし最近のMI age の変化をみると, 1989 年度
の 10.67 歳を最小として 1993 年度の 11.13 歳まで
遅延がおこっていた. 1994 年度以降の推移を示す
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表 2 出生年度毎の最大発育年齢
図 3 座高および身長の最大発育年齢の推移 男子






とされている. ただ Peak Height Velocity (PHV)
や最大発育年齢のように発育速度がピークになる時
点を導き出す事は可能である. Matsumoto et al10)
は, 集団を対象として, 身長の年間増加量がピーク
を示す年齢すなわちMI ageを簡便に求める方法を





ことを報告している11). 今回 Preece & Baines8)が





trendについて報告するとともに, 男子 13.5 歳お
よび女子 11.5 歳の平均身長の推移をもとに, 身長
の伸びに関する成熟の secular trendは, 2000 年に
ほぼ終了したと報告している. 平均身長の年次推移




年次推移を調べた. その結果, 座高のMI ageの年

























































きない. 大山17)は, 思春期の骨成長は, 末梢から中
心へ進み, 手足の指が最初にスパートを開始し, 四






















成 11 年から 21 年までの新体力テストおよび学校保
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